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令和元年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

日本の観光産業の展望－持続可能な観光のために－ 
日 時:2019 年 8 月 31 日（土）14：40～16：10 

受講者数:5 名 

会 場：兵庫県立大学 会計研究棟 D31 講義室 

講 師:会計研究科 准教授 清水 隆則 

訪日観光客は 2018 年に初の 3000 万人を突破し、今後も増加が見込まれます。しかしながら、急激なイ

ンバウンドの増加は受け入れ国の環境を悪化させるという負の側面も持っています。本講座では、この

ような負の側面を抑えながら、観光産業を発展させていく方策を紹介しました。 

 日本は 2011 年より人口減少の局面に突入し、国内需要の減少を補うために、観光産業が注目されて

います。昨年末に報道されたように、世界的な観光ブームもあり、訪日観光客が初めて 3,000 万人を突

破しました。これは当初の予想を大幅に上回るハイペースですが、同時に弊害も生じています。具体的

には、観光地に多くの人が押し寄せることによる公共交通機関の混雑、騒音などがあります。こういっ

た問題は古くは観光公害、最近ではオーバーツーリズムと呼ばれる現象ですが、対策としては、観光客

が特定の時間帯や施設に集中しないような分散化が重要であるということになります。それを実現する

ためには、入場規制をするという方法と、入場料金を変動させることによって入場者数を操作するとい

う方法があります。入場規制を行うという方法は、入場者数を正確に制限できますが、全ての人を無差

別に排除してしまうという問題を抱えています。これに対して、混雑が生じた際に入場料金を高くする

というやり方は、観光サービスに対して支払意欲の高い人を自動的に残すことができます。しかしなが

ら、料金を頻繁に変えると混乱を招いてしまいます。また、どのくらいまで料金を上げれば混雑を解消

できるかについては、訪日観光客が 3,000 万人という未知の領域に達しているために、過去の経験を生

かすことが難しいという問題があります。経済学で考えると、後者の入場料金を変更する方法のほうが

支払意欲の高い人を残すことができるので望ましいですが、どのように実施するかについては課題があ

ります。 

 


